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1. 関連マニュアル 
 

本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 

 

Man.No. 形式 マニュアル名称 

SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□ 

形 CJ2M-CPU□□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□ 

形 CJ2M-CPU□□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCD-338 形 CS1W-CRM21 

形 CJ1W-CRM21 

CS/CJ シリーズ用 CompoNet マスタユニット 

ユーザーズマニュアル 

SBCA-337 形 WS02-CXPC□-V□ SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル 

SCHE-750 形 ZS-CRT スマートセンサ用センサ通信ユニット 

（CompoNet タイプ） ユーザーズマニュアル 

 

 

 

2. 用語と定義 
 

用語 説明/定義 

マスタユニット CompoNet ネットワークを管理するユニットで、PLC と各スレーブとの

I/O データのやり取りを行います。 

マスタユニットはネットワーク全体で 1 台のみ接続します。 

スレーブ CompoNetネットワークを通じてマスタユニットから受け取ったOUTデ

ータを出力します。 

また、入力された IN データを、ネットワークを通じてマスタユニットに

送ります。 

スレーブには使用点数の大小により、2 種類のタイプがあります。 

・ワードスレーブ： 

CPU ユニットの I/O メモリに、16 点単位で割り付けられるスレーブ

・ビットスレーブ： 

CPU ユニットの I/O メモリに、2 点単位で割り付けられるスレーブ 

ノードアドレス CompoNet 回線に接続されたユニットを区別するためのアドレスです。 

通信モード 使用する通信モードにより使用できるノード数やサイズ、機能が変わり

ます。設定できる通信モードは 0～3、8 です。 
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3. 注意事項 
 

(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 

(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認の上使用してください。 

(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 

(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 

(5) 本資料の記載内容は、2011 年 5 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 

 

 

本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 

 

使用上の注意  

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

参考  
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 

知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 

著作権・商標について 
 

 

 
Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

CompoNet は、ODVA(Open DeviceNet Vendor Association)の商標です。 

本資料に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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4．概要 

 

4. 概要 
 

本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製センサ通信ユニット（形 ZS-CRT）を

CompoNet マスタユニットに接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 

具体的には、「6. 接続手順」で記載している CompoNet 設定を通して、設定手順と設定時の

ポイントを理解することにより、簡単に CompoNet 接続することができます。 

 

 

 

5. 対象製品と対象ツール 
 

5.1. 対象製品 

接続を保証する対象機器は以下のとおりです。 

 

メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン CompoNet ユニット（マスタ） 形 CJ1W-CRM21 － 
オムロン CJ1 シリーズ CPU ユニット 

CJ2 シリーズ CPU ユニット 
形 CJ1□-CPU□□ 
形 CJ2□-CPU□□ 

－ 

オムロン センサ通信ユニット 形 ZS-CRT － 
オムロン 2次元CMOSセンサコントローラ 形 ZS-HLDC11/41 

形 ZS-LDC11/41 
－ 

オムロン 2 次元 CMOS センサヘッド 形 ZS-HLDS□□□ 
形 ZS-LD□□□ 

－ 

オムロン マルチコントローラ 形 ZS-MDC11/41 － 
オムロン 超高速カラーCCD カメラタイプ 

アンプユニット

センサヘッド

 
形 ZFV-CA40/45/50/55 
形 ZFV-SC10/10R 
形 ZFV-SC50/50R/50W 
形 ZFV-SC90/90R/90W 
形 ZFV-SC150/150R 

/150W 

－ 

 

参考  
本資料は機器の通信接続確立までの手順について記載したものであって、機器個別の操作や

設置および配線方法に関しては記載しておりません。 

上記製品（通信接続手順以外）の詳細に関しましては、対象製品の取扱説明書を参照するか、

オムロンまでお問い合わせください。 
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5．対象製品と対象ツール 

 

5.2. デバイス構成 

本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

形 ZS-LD50

形 ZS- LDC11

形 CJ2M-CPU12 + 

形 CJ1W-CRM21 

パソコン 

（CX-One インストール済み、 

OS：Windows XP） 

USB ケーブル 

 

CompoNet ケーブル 

形 ZS-CRT

 

 

メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン CompoNet ユニット（マスタ） 形 CJ1W-CRM21 Ver.1.3 

オムロン CPU ユニット 形 CJ2M-CPU12 Ver.2.0 

オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  

－ CompoNet ケーブル （丸型ケーブルⅡ）  

オムロン CompoNet オープン型コネクタ 形 DCN4-TB4  

オムロン CompoNet 終端抵抗 形 DRS1-T  

オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 
/AL□□D-V4 

Ver.4.03 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.21 

－ USB ケーブル   

－ パソコン(OS：Windows XP) －  

オムロン センサ通信ユニット 形 ZS-CRT  

オムロン スマートセンサ コントローラ 形 ZS-LDC11  

オムロン スマートセンサ センサヘッド 形 ZS-LD50  

 

参考  
CompoNet ケーブルおよびコネクタについては、「CompoNet ユーザーズマニュアル」

(SBCD-338)の「第 3 章 配線形態」を参照してください。 

また CompoNet ネットワークの配線については、「CompoNet ユーザーズマニュアル」

(SBCD-338)の「第 4 章 取り付けと配線」を参照してください。 

マスタユニット／リピータユニットから最も離れた先端に終端抵抗を 1 つつけてください。

 

参考  
本資料では CJ2 との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の

「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 
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6. 接続手順 
 

6.1. ユニット設定例 

CompoNet ユニットの接続手順を、下表の設定内容を例にとって説明します。 

また本資料では、マスタユニットおよびセンサ通信ユニットが工場出荷時の初期設定状態で

あることを前提として説明します。各ユニットの初期化については「7. 初期化方法」を参照

してください。 

 

6.1.1. 設定内容 
CompoNet マスタユニットおよびセンサ通信ユニットの設定内容は、以下になります。 

 

 形 CJ1W-CRM21 形 ZS-CRT 

MACH No. 0 － 

MODE No.（通信モード No.） 1 － 

通信速度（bps） 4Mbps （マスタユニットに自動追従）

ノードアドレス － 0 

モニタ対象データ － 計測値＋判定結果 

 

 

6.1.2. I/Oメモリエリア割り付け 
センサ通信ユニットの PLC 上での I/O 割付は以下になります。 

 

・モニタ対象データが計測値＋判定結果の場合 

 入力エリア（形 ZS-CRT→PLC） 

2016CH ステータス 

2017CH 判定結果 

2018CH TASK1:計測値 下位 

2019CH TASK1:計測値 上位 

2020CH TASK2:計測値 下位 

2021CH TASK2:計測値 上位 

2022CH TASK3:計測値 下位 

2023CH TASK3:計測値 上位 

2024CH TASK4:計測値 下位 

2025CH TASK4:計測値 上位 

 



6．接続手順 

 

・ステータス 

 
 

・判定結果 

 

 

 

参考  
センサ通信ユニットの I/O 割付の詳細については、「スマートセンサ用センサ通信ユニット

(CompoNet タイプ) ユーザーズマニュアル」(SCHE-750)の「第３章 CompoNet 通信」を参

照してください。 
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6.2. 作業の流れ 

CompoNet ユニットを接続設定する手順は以下のとおりです。 

 

6.3.センサ通信ユニットの設定 センサ通信ユニットの設定を行います。 

▼  

 6.3.1. ハード設定 センサ通信ユニットのハードスイッチを設定しま

す。 

▽  

6.4. マスタユニットの設定 マスタユニットの設定を行います。 

▼  

 6.4.1. ハード設定 マスタユニットのハードスイッチを設定します。 

▼  

 6.4.2. CX-Programmer の起動と 

PLC オンライン接続 

プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、

PLC とオンライン接続します。 

▼  

 6.4.3. I/O テーブルの作成 CPU ユニットの I/O テーブルの作成を行います。 

▽  

6.5.接続状態確認 PLCに接続し、ネットワーク接続状態を確認します。

▼  

 6.5.1. 接続状態の確認 CompoNet 通信が正しく実行されていることを確認

します。 

▼  

 6.5.2. データ割り付けの確認 正しい I/O メモリエリアにデータが割り付けられて

いることを確認します。 

 



6．接続手順 

 

6.3. センサ通信ユニットの設定 

センサ通信ユニット（形 ZS-CRT）の設定を行います。 

 

6.3.1. ハード設定 
センサ通信ユニットのハードスイッチを設定します。 

 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 センサ通信ユニットの電源が

OFF 状態であることを確認しま

す。 

※電源 ON 状態だと、以降の操作において手順どおりに進

めることができない場合があります。 

2 センサ通信ユニット前面のハー

ドスイッチの位置を、右図をも

とに確認します。 

3 ノードアドレス設定 SW をすべ

て「0」に設定します。 

 

機能設定用ディップ SW1～

SW4 は、すべて OFF にします。

  X1 

  X10 

ノードアドレス設定 SW 

4 右図のように、センサ通信ユニ

ットと、センサコントローラ、

センサヘッドを接続します。 

 

センサコントローラに、24V 電源

を接続します。 

 

5 右図のようにCompoNetケーブル

を接続します。 

CompoNet ケーブルの終端に、終

端抵抗を取り、マスタユニット

に通信電源を接続します。 

 

 

機能設定用ディップ SW
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CompoNet ケーブル 

終端抵抗 
DC24V 電源



6．接続手順 

 

6.4. マスタユニットの設定 

マスタユニットの設定を行います。 

 

6.4.1. ハード設定 
マスタユニットのハードスイッチを設定します。 

 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLCの電源がOFF状態であるこ

とを確認します。 
 
※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 
 

 

2 マスタユニット前面のハードス

イッチの位置を、右図をもとに

確認します。 

3 MACH No.設定スイッチ：ユニッ

ト号機アドレスを「00」に設定

します。 
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6．接続手順 

4 MODE No.設定スイッチ：ユニッ

ト通信モード No.を「1」に設定

します。 

 

5 ディップスイッチすべて（SW1
～4）を[OFF]に設定します。 
 
※通信速度は「4Mbps」に設定

します。 
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6．接続手順 

 

 

6.4.2. CX-Programmerの起動とPLCオンライン接続 
プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、PLC とオンライン接続します。 

ツールソフトおよび USB ドライバを、あらかじめパソコンにインストールしてください。 

また、ここで通信ケーブル（CompoNet ケーブルおよび USB ケーブル）を接続し、PLC

の電源および通信電源を投入してください。 

 

1 CX-Programmer を起動します。

 

2 メニューバーから[PLC]－［自動

オンライン接続］－［直接接続］

を選択します。 

3 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、「接続形式」の

「USB 接続」にチェックを入れ、

［接続］をクリックします。 

4 右図のダイアログが表示されま

すので、［いいえ］をクリックし

ます。 
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6．接続手順 

5 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

6 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 
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参考  
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 

あるいは 2 項に戻って、3 項の接続形式等の設定内容を確認して再実行してください。 

詳細については、「SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第

6 章 PLC との接続」を参照してください。 

参考  
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 

環境設定の詳細については、「SYSMAC CX-Programmer オペレーションマニュアル」

(SBCA-337)の「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 

「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 

本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認する」の項目がチェックされている状態を

前提に説明します。 

 



6．接続手順 

 

6.4.3. I/Oテーブルの作成 
CPU ユニットの I/O テーブルの作成を行います。 

 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから [PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリック

します。 
 
※ダイアログ表示に関する設定

については前ページの「参考」

を参照してください。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 
 

 

 
 

 

 

 
（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 
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3 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウのメニューバーから［オプ

ション］－［I/O テーブル作成］

を選択します。 
 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 

 
 

 
 

 

4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O
テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 
ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 
 
右図のとおり、 
「転送成功：1 ユニット」 
「転送失敗：0 ユニット」 
と表示されていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 
 
[OK]をクリックします。 
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6.5. 接続状態確認 

ネットワーク接続状態を確認します。 

 

使用上の注意  

CompoNet ケーブルを接続するときは、各機器の電源を OFF にしてから接続してください。

CompoNet ケーブルやターミネータが接続され、CompoNet 通信電源が供給されていること

を確認してください。 

 

 
6.5.1. 接続状態の確認 

CompoNet 通信が正しく実行されていることを確認します。 

 

1 CompoNet 通信が正常に行われて

いることを各ユニットの LEDで確

認します。 

・マスタユニット 

正常時の LED状態は以下のとお

りです。 

[MS]：緑点灯 

[NS]：緑点灯 

7 セグメント LED は[_0]点灯し

ていれば正常です。（リモート

I/O 通信中、通信速度：4Mbps）

 

・センサ通信ユニット 

正常時の LED状態は以下のとお

りです。 

[MS]：緑点灯 

[NS]：緑点灯 

[USB]：緑点滅 

 

（マスタユニット） 

 

 

 
（センサ通信ユニット） 
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6．接続手順 

 

2 CX-Programmer の I/O テーブルウ

ィンドウの［[0000]CPU ラック］

左横の［＋］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

CompoNet マ ス タ ユ ニ ッ ト

(CJ1W-CRM21)が表示されます。

 

3 CompoNet マスタユニットを右ク

リックし、［高機能ユニット設定の

編集］を選択します。 
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6．接続手順 

4 ［パラメータの表示］ダイアログ

が表示されますので、［転送（ユニ

ット→パソコン）］をクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送が完了したら、［閉じる］をク

リックします。 

 

5 ［パラメータの表示］ダイアログ

の［表示パラメータグループ］か

ら、［加入フラグ］を選択します。
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6．接続手順 

6 「IN0 加入フラグ」が、「加入」に

なっていることを確認します。 

7 ［表示パラメータグループ］から、

［通信異常フラグ］を選択し、「IN0
通信異常フラグ」が、「通信異常な

し」になってることを確認します。
 
「IN0 加入フラグ」が「加入」で、

「IN0 通信異常フラグ」が、「通信

異常なし」になっていれば、

CompoNet 通信は正常に行われて

います。 

8 CX-Programmer の I/O テーブルウ

ィンドウを閉じます。 
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6．接続手順 

 

6.5.2. データ割り付けの確認 
正しい I/O メモリエリアにデータが割り付けられていることを確認します。 

 

安全上の要点 

I/O メモリの状態を書き換え転送するときは、安全を十分に確認してから行ってください。 

ユニットの動作モードにかかわらず、接続機器が誤動作し、けがをする恐れがあります。 

 

使用上の注意  

PLC の動作モードがプログラムモードであることを確認してください。 

プログラムモードでない場合は、6.4.3 の 1 項の手順で、プログラムモードに変更してくだ

さい。 

 

1 メニューバーから[PLC]－［PLC
情報］－［PLC メモリ］を選択

します。 

2 表示された PLC メモリウィンド

ウのリストから、[CIO]をダブル

クリックします。 

（PLC メモリウィンドウ） 
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6．接続手順 

3 メニューバーから［表示］－［表

示］－[BIN]を選択します。 

4 表示された [CIO]ウィンドウの

［先頭チャネル］に「2016」を

入力します。 
先頭チャネルが[CIO2016]に変わ

ったことを確認します。 

5 メニューバーから［オンライン］

－［モニタ］を選択します。 

6 ［メモリエリアのモニタ］ダイア

ログが表示されます。 
[CIO]にチェックを入れて、［モニ

タ］をクリックします。 

 

7 [CIO]ウィンドウが右の様に表示

されることを確認します。 
 
[CIO2016]チャネルの Bit1=0 が

USB 通信正常のステータスを示

します。 
 
[CIO2017]チャネルの Bit0～Bit3
が TASK1 の判定結果です。 
Bit 0=1 は LOW、 
Bit 1=1 は PASS、 
Bit 2=1 は HIGH、 
Bit 3=1 は ERROR です。 
 

※[CIO2017]チャネルの Bit 1=1 で、PASS を示します。 
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7．初期化方法 

 

7. 初期化方法 
 

本資料では、マスタユニットが工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 

初期設定状態から変更された機材を利用される場合には、各種設定が手順とおりに進めるこ

とができない場合があります。 

 

7.1. マスタユニット 

マスタユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、「CX-Programmer」にて I/O テーブル

ウィンドウを開き、マスタユニットを選択後、メニューバーから［編集］－［高機能ユニッ

ト設定］を選択します。 

［パラメータの表示］ダイアログが表示されますので、［デフォルト設定に戻す］をクリック

して処理を進めてください。 
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8．改訂履歴 
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8. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 

A 2011 年 1 月 19 日 初版 

B 2011 年 5 月 12 日 表紙タイトル変更 
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